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７-９月期決算発表が出揃い、自動車など製造業で

はコロナ禍で負った大ダメージからの回復が確認

されている。そこで注目したいのが日総工産（6569）

だ。製造業向けに人材派遣と業務請負を手掛ける同

社。先ごろ今３月期の第２四半期決算(２Q)と同時

に、通期予想の上方修正を発表したものの、さらな

る上積みは“避けられない”。足元の状況と今後への

手応えを同社の清水竜一代表取締役会長兼社長に

聞いた。 

 

――２Q の振り返りから。減収減益だが “光明”も。 

２Q(４～９月)は売上高で前年同期比 10％減、営

業利益で 35％減だった。在籍人数が前期末から２Q

末までに 2246 人減少したことが大きい。ここ数年

は増加傾向が続いたものの、コロナ禍で顧客企業の

生産活動に大ブレーキがかかったことが要因。本人

からの申し出がない限りは雇用を継続、休業手当を

支給していたのだが、残念ながら再開まで待てない

という方が多かった。 

ただし足元では在籍人数が増加に転じてきてい

ること、そして、２Q 時点でも自動車を中心に稼働

日数が増加したなどのポジティブ要素を確認して

いる。１Q 単体(４～６月)と比べて２Q 単体(６～

９月)では１人当たりの稼働日数が月に 1.1 日程度、

時間外労働が 9.5 時間ほど増加しており、結果、営
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業利益は１Q 単体の 2.04 億円から２Q 単体は 5.55

億円と大きく伸びた。 

 

――通期予想を引き上げたものの、それでも“控え目”だ。 

通期予想を売上高で 640 億円から 670 億円(前期

比 10％減)に、営業利益を 15 億円から 18 億円(同

41％減)に引き上げた。確かに２Q の通期予想に対

する進捗率は売上高で 49％と、１Q のブレーキを

考慮すればそのように感じるかもしれない。 

加えて今期は３Q のスタート台そのものが低い。

昨年後半は中国ショックなどからグローバルで生

産活動が停滞、当社でも例年は大型連休がない３Q

は 1 人当たり売上高が大きく出るのだが、前期は横

ばい、単価の高い技能社員に限って言えば減少して

いる。活動が停滞、当社でも例年は大型連休がない
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３Q は 1 人当たり売上高が大きく出るのだが、前

期は横ばい、単価の高い技能社員に限って言えば

減少している。 

 

―― 決算が出揃い、自動車を含め各種メーカーは通期

予想を引き上げている。 

当社は売上高の約 4 割を自動車向け、約３割を

電子デバイス向けが占める。２Q 時点では売上高

が前年同期比 4.6％増にとどまった電子デバイス

向けが、３Q 以降は業績の牽引役になることを期

待している。 

当社の顧客でもある世界トップクラスの電子部

品メーカーは先ごろ『リモートワークやオンライ

ン教育を背景とした PC 関連需要の拡大、各国政

府の景気刺激策による自動車向けの需要の増加』

を理由に業績予想の上方修正を発表。減収減益な

がらも前期比並みにまで回復するとの見通しを示

した。半導体メモリ大手に対しては既に当社から

は増員に転じている。 

 

―― 今後について。先ごろ決算説明会では新規事業に

ついても言及した。  

AIに長けたクロスコンパスと資本業務提携を締

結、いくつかのチャレンジに着手している。ひと

つは「新時代のプラットフォームづくり」。全自動

化に対応した製造システムの導入から保守管理な

どの運用までを丸ごと請け負うべく、現在は顧客

企業のニーズとクロスコンパスの技術とをグリッ

プさせているところ。メーカー数社に対してプロ

トタイプの立ち上げを準備中だ。 

 

――清水会長に「見えている世界」は？  

不確実性が増大して先が見通しづらい状況下で

は、当社の活躍余地がますます拡大することは想

像に難くない。既に製造部門を丸ごと当社に依頼

するメーカーが数社あり、今後はこれにならうメ

ーカーが増加。結果、製造業と、これを支える人材

派遣・業務請負業者はダイナミックな変革の時を

迎えることになる。めまぐるしく進化する製造業

のプラットフォームを自社で抱えること自体が大

きなリスクであり、その時々に最適な体制が作れ

る外部をダイナミックに使う方向にメーカーは間

違いなくシフトしていく。そして当社は最先端の

プラットフォームと、これを運用するための人材、

育成カリキュラムを常に提供できる体制がまもな

く整うステージにいる。 

ちなみにメーカーの全自動化を支える製造装置

メーカーにも同様の動きがみられ、当社ではこち

らについても対応していく。 

 

―― そしてコロナ禍で業界再編は加速している。 

慢性的な人不足に悩まされていた製造現場は、

コロナ禍の発生によって省人化へと一気に舵を切

った。当社では AI を活用したプラットフォーム作

りと並行して HR テック(ヒューマン・リソース・

テクノロジー)の実現も急ぐ。まずは当社に毎月加

わる 600 人超の人材の適正配置と、面接したもの

の不採用となった８割の人材を他社に振り向ける

といったスキームを確立。とりわけ自動車の製造

現場は短期離職者が多く、これを解決することで

顧客企業にも大きく貢献できる。 

 

―― 競合も少なくないのでは？ 

当社の強みは「人」。メーカーが自ら AI 業者と

組むよりも、常に現場の人間の側に立ち、知見豊

富な当社がプラットフォームを構築した上で、最

適な人材を育成する方が断然に効率的だ。設備と

人材育成カリキュラムを準備することは他社にも

できるだろう。ただ、手ごろな企業を買収してス

ケール拡大を目指しても、そうして増やした人材

は果たしてメーカーのニーズに応えることができ

るだろうか？先代で創業者でもあった父は造船の
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溶接技術者だった。だからこそ、技術を、人を大事

にするという精神が当社の根底にはある。当社に

加わっていただいた方々に対しては常に活躍の場

を用意する。人を育て、人を活かす。これを徹底す

ることが、二代目の私に課された最大の使命だと

考えている。当社は今後も“魂”をこめて事業を築

きあげていく。 

 

――「人」へのこだわりが、新たな事業にもつながって

いる。 

当社は来年、2021 年２月に創業 50 年を迎える。

製造アウトソーシング従事者の雇用安定や環境整

備などを目的に業界団体を設立、法制度にも携わ

るなど、常に自己の利益ではなく業界の健全な発

展に寄与してきたという自負もある。業界内外か

らの信頼性も厚い。 

そんな当社が、いまの人材の「次」を真剣に考え

た結果、現在は「新領域」創造にも注力している。

自動車、電子デバイスに次ぐ柱として、例えばメ

ディカルやヘルスケアなど、世界的に成長する領

域での展開を視野に入れている。 

ちなみに次の中期経営計画には先述した新時代

プラットフォームや HR テックなどの新規事業も

数字に入れることをイメージしている。 
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